
【

】
内
は
京
都
市
建
設
局

建
設
企
画
部
建
設
総
務
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
写
真
・
文
転

用
し
た
。

【
梅
小
路
公
園
・
緑
の
少
な

い
都
心
部
に
大
規
模
な
緑
の

拠
点
を
創
出
す
る
た
め
，
国

鉄
清
算
事
業
団
所
有
の
梅
小

路
駅
貨
物
跡
地
約1

1
.
6

ヘ

ク
タ
ー
ル
を
「
都
心
の
緑
の

創
造
」
「
歴
史
の
継
承
と
未

来
へ
の
飛
躍
」
を
テ
ー
マ
に

建
設
し
た
公
園
で
す
。

本
公
園
は
，
災
害
時
の
広

域
避
難
場
所
と
し
て
の
機
能

も
合
わ
せ
持
ち
，
多
目
的
な

利
用
が
期
待
で
き
る

市
営
公
園
と
し
て
は
二
つ

目
の
総
合
公
園
で
す
。
面

積1
1
7
,
1
3
3

平
方
米
・
開

設
年
月
日
＝
平
成

7
年

4

月

29
日
・
主
要
施
設

朱
雀
の
庭
，
緑
の
館
，
い
の

ち
の
森
，
ふ
れ
あ
い
広
場
，

チ
ン
チ
ン
電
車
，
芝
生
広
場
】

開
設

14
年
を
経
て
梅
小
路

公
園
は
木
々
が
繁
り
野
鳥
、

昆
虫
も
増
え
、
公
園
と
し
て

の
価
値
も
高
ま
っ
て
き
た
。

そ
の
梅
小
路
公
園
に
、
カ

ン
ポ
の
宿
で
有
名
な
オ
リ
ッ

ク
ス
（

不

動

産

）

の
提
案
で

｢

水
族
館
」
と
「
鉄
道
博
物

館
」
を
つ
く
る
話
が
「
土
地

所
有
者
で
あ
る
京
都
市
」
の

間
で
進
ん
で
い
る
。
か
っ
て

市
が
計
画
し
た
鴨
川
の
「
フ

ラ
ン
ス
橋
」
が
市
民
の
猛
反

対
運
動
で
架
橋
を
断
念
し
苦

い
経
験
か
ら
か｢

水
族
館
等

の
問
題
」
は
京
都
市
は
市
民

に
余
り
知
ら
さ
ず
静
か
に
進

め
て
き
た
。
全
く
知
ら
な
い

京
都
市
民
も
多
い
。

「
と
ん
か
ら
り
ん
６
月
号
編

集
後
記

」
に
は
賛
成
出
来
な

い
意
見
を
書
い
た
が
、
更
に

詳
細
を
知
る
た
め
８
月
２
３

日
法
然
院
で
の
「
第
３
回
京

都
水
族
館
と
京
都
鉄
道
博
物

館
と
梅
小
路
公
園
の
未
来
を

考
え
る
会
（
以
下
考
え
る
会
と
略
）
」

に
参
加
し
経
過
を
知
っ
た
。

昨
年
七
月
に
提
案
を
受
け
、

や
っ
と
先
月

29
日
（
七

月
）

開
か
れ
た
地
元
説
明
会
は
オ

リ
ッ
ク
ス
とJ

R

西
日
本
が

主
催
。
「
地
主
」
京
都
市
は

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
出
席
と
言
う
。

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
は
傍
観
者
、

観
測
者
の
こ
と
、
京
都
市
は

地
主
で
当
事
者
、
そ
ん
な
逃

げ
腰
で
す
む
問
題
で
は
な
い
。

配
布
さ
れ
た
資
料
に
は
平
成

22
年

1
月
（
後
四
ケ
月
）

に
着

工
（
予
定
）
書
か
れ
て
い
た
。

そ
の
上
、
「
こ
の
建
設
許

可
は
議
会
に
報
告
す
る
が
、

議
会
の
決
裁
事
項
で
は
な
く

最
終
的
に
は
市
長
の
判
断
だ
」

と
言
う
京
都
市
緑
地
課
の
回

答
を
知
っ
た
。
公
共
施
設
の

公
園
で
「
民
間
営
利
目
的
の

施
設
」
の
計
画
が
（
市
議
会
審

議
抜
き
で
）

市
長
判
断
だ
け
と

な
る
な
ら
結
果
責
任
を
民
間

業
者
と
市
長
が
追
う
こ
と
を

保
証
し
て
貰
い
た
い
。

中
小
零
細
企
業
家
の
中
に
は

事
業
失
敗
の
責
任
を｢

命
」

で
清
算
す
る
人
も
増
え
て
い

る
時
勢
な
の
だ
か
ら
。

京
都
は
歴
史
的
に
埋
蔵
文

化
物
」
の
多
い
町
。
そ
の
調

査
で
工
事
が
大
幅
に
遅
れ
て

困
っ
た
話
も
多
く
聞
く
。
近

く
の
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
（
現
ハ
イ

ア
ッ
ト･

）

建
築
時
調
査
が
一

年
近
く
掛
か
り
難
儀
し
た
こ

と
を
関
係
者
か
ら
聞
い
た
。

「
考
え
る
会
」
に
参
加
さ
れ

た
歴
史
学
者
は
「
公
園
」
付

近
は
平
清
盛
一
族
の
私
邸
が

集
ま
っ
て
い
た
場
所
。
充
分

な
調
査
が
必
要
と
意
見
が
あ
っ

た
。
埋
蔵
物
調
査
で
も｢

官

民
格
差
」
が
あ
る
よ
う
だ
。

さ
て
、
水
族
館
な
ら
「
海

水
は
」
に
な
る
が
「
水
道
水

を
使
っ
て
つ
く
る
」
そ
う
だ
。

人
工
（
偽
）
の
水
で
、
檻
に

や
水
槽
で
飼
わ
れ
る
魚
や
哺

乳
動
物
に
聞
け
ば
キ
ッ
ト
梅

小
路
水
族
は
イ
ル
カ
！
と

叫
ぶ
で
あ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
何
で
「
京
都
に
水

族
館
」
？
。
京
都
市
内
は
、

三
方
が
囲
ま
れ
、
世
界
遺
産

14
箇
所
、
国
宝2

1
0

件
（
全

国
の19.8%

）
重
要
文
化
財
：

1
5
4
3

件
（
全
国
の1

3
.
7
%

）

も
有
り
、
内
外
か
ら
年
五
千

万
の
方
々
が
古
都
京
都
ら
し

さ
を
求
め
て
観
光
の
来
ら
れ
、

他
の
都
市
に
「
う
ら
や
ま
し

く
」
見
ら
れ
て
い
る
都
市
。

京
都
に
ワ
ザ
ワ
ザ
「
水
族
館
」

を
目
当
て
に
来
る
人
は
そ
う

多
く
な
い
だ
ろ
う
。

他
所
の
も
ん
を
す
ぐ
欲
し
が

る
が
ん
ま
ち
水
族
館
は
止

め
よ
う
。
市
電
の
廃
止
、
地

下
鉄
、
高
さ
制
限
、
も
う
一

寸
時
間
を
掛
け
た
ら
良
か
っ

た
の
に
。
「
慌
て
る
乞
食
は

貰
い
が
少
な
い
」
や
は
り
野

に
置
け
蓮
華
草
」
昔
の
人
は

「
エ
エ
こ
と
い
い
ま
す
な
ぁ
」

※
が
ん
ま
ち
は
京
こ
と
ば
。
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▽
今
も
、
ま
だ
現
役
で
仕
事

を
し
て
い
る
の
に
、
先
日
、

来
年
７
月
31
日
期
限
付
き
の

き
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

が
届
き
ま
し
た
。

▼
薄
っ
ぺ
ら
い
ハ
ガ
キ
よ
り
、

や
や
小
さ
い
紙
、
名
刺
入
れ

に
も
入
ら
な
い
誠
に
「
安
っ

ぽ
い
」
も
の
で
す
。

▽
何
時
死
な
は
る
か
ワ
カ
ラ

ヘ
ン
、
毎
年
更
新
。
そ
や
か

ら
カ
ー
ド
に
す
る
の
は
勿
体

な
い
「
紙
」
で
エ
エ
ヤ
ン
！

▼
そ
ん
な
官
僚
的
合
理
主
義

が
働
い
た
の
か
と
想
像
し
て

賞
味
期
限
切
れ
早
く
死
ね
か

と
老
人
は
ヒ
ガ
ミ
ま
す
。

▽
長
い
こ
と
働
い
て
モ
ロ
タ
。

ご
苦
労
さ
ん
医
療
費
は
心
配

お
か
け
し
ま
へ
ん
え
。
後
は

ご
安
心
を
が
世
界
の
常
識
！
。

▼
年
令
75
で
保
険
制
度
を
区

分
け
し
て
い
る
国
は
わ
が
日

本
だ
け
と
聞
く
。
他
国
は
敬

老
の
精
神
が
生
き
て
い
る
。

▽
戦
中
、
戦
後
の
苦
し
い
経

験
を
子
や
孫
に
は
さ
せ
た
く

な
い
と
、
お
年
玉
、
学
費
応

援
等
で
甘
や
か
し
た
老
人
世

代
の
結
果
責
任
も
免
れ
な
い
。

▼
物
わ
か
り
の
良
さ
、
優
し

さ
だ
け
で
は
養
殖
的
人
間
増

え
る
。
荒
波
に
揉
ま
れ
て
こ

そ
「
強
い
人
間
」
に
育
つ
。

老
人
力
を
結
集
し
て
、
「
若

者
を
鍛
え
よ
う
」
年
令
で
差

別
の
医
療
制
度
廃
止
へ
！
。

ー
ー

ど
ん
つ
き
ー
ー

演
奏

・

カ
ン
チ
の

「
い
つ
も
の
よ
う
に
、

い
つ
も
の
唄
」

口
か
ら
出
ま
か
せ
ア
ド
リ
ブ
ラ
イ
ブ
・

と
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
ブ
ル
ー
ス
の
熱
唱
に
手
拍
子
も

弾
み
ま
し
た

。

カ
ン
チ
さ
ん
お
お
き
に
！

梅
小
路
公
園
に

京
都

水
族
館

鉄
道
博
物
館

建
設
計
画
が
着
々
進
行

東
山･

馬
町
空
襲
と

五
条
通
強
制
疎
開
資
料

1
9
4
5

年
（
昭2

0

）1

月1
6

日
・

死
者3

5

名･

負
傷
者5

6

名
・

家
屋
被
爆1

3
2

軒
も
出
た
空

襲
の
詳
細4

7

ペ
ー
ジ
の
記
録

（
コ
ピ
ー
）
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

集
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

ご
自
由
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

梅小路公園朱雀の庭から

緑の館を望む

朝粥を食べる前・

９時～９時40分

第
56
回
・
８
／
23

開
催

・

朝
粥
食
べ
て
お
シ
ャ
ベ
リ
会



お
盆
に
入
っ
た
日
、
左
の
女
性

た
ち
の
写
真
を
貞
教
学
区
の
Ｋ
Ｙ

さ
ん
が
お
届
け
下
さ
っ
た
。

前
列
右
か
ら
二
人
目
は
私
の
母
方

の
祖
母
、
左
端
は
母
の
末
妹
、
そ

の
後
ろ
に
【
母
】
が
写
っ
て
い
る
。

多
分
母
方
祖
父
の
法
事
（
40
年
以
上

前
？
）

に
集
ま
っ

た
姉
妹
と
縁

者
だ
ろ
う
。

私
が
知
ら
な

い
方
も
多
い

の
で
、
わ
が

母
の
亡
く
な

る
２
年
前
に
、

兄
だ
と
名
乗

り
以
後
親
し
く
し
て
い
る
異
母
弟

２
名
と
妹
に
早
速
「
誰
や
教
え
て
」

と
写
真
と
手
紙
を
出
し
た
。
こ
の

「
と
ん
か
ら
り
ん
」
が
届
く
こ
ろ

は
全
員
の
名
、
関
係
は
解
っ
て
い

る
だ
ろ
う
。
（
全
員
は
駄
目
だ
っ
た
）

写
真
を
お
持
ち
の
Ｋ
Ｙ
さ
ん
は

私
が
酒
小
売
を
始
め
た
頃
か
ら
の

お
得
意
先
「
酒
谷
さ
ん
の
フ
ァ
ン

や
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

あ
る
期
間
お
仕
事
を
手
伝
っ
て
頂

い
た
こ
と
が
お
方
。

７
年
前
、
生
母
の
こ
と
を
書
い

た
後
、
酒
谷
さ
ん
が
書
か
れ
た

｢

私
の
母
」
の
こ
と
は
以
前
か
ら

知
っ
て
い
た
の
だ
と
言
わ
れ
た
。

生
母
ら
が
住
ん
で
い
た
町
内
に

お
住
み
で
、
祖
母
ら
と
極
く
親

し
く
さ
れ
て
い
た
と
聞
い
た
。

そ
の
お
方
だ
け
で
は
な
い
。

６
月
に
亡
く
な
っ
た
妹
に｢

お
前

と
わ
し
、
母
が
違
う
の
を
何
時
頃

知
っ
た
」
と
尋
ね
た
ら
、
「
小
さ

い
こ
ろ
か
ら
知
っ
て
た
エ
」
と
い

う
。
私
が
知
る
よ
り
前
に
既
に
知
っ

て
い
て
知
ら
ん
ふ
り
し
て
た
。

「
ホ
ン
マ
か
！
」
と
驚
く
。
ご
近

所
の
方
々
も
恐
ら
く
先
刻
承
知
だ
っ

た
の
だ
。

私
が
生
母
の
存
在
を
知
っ
た
の

は
高
校
二
年
、
満
１
６
才
時
。
私

は｢

お
母
さ
ん
」
と
呼
び
弟
妹
ら

は
「
お
母
ち
ゃ
ん
」
。
他
に
も
何

か
変
だ
な
あ
と
思
っ
た
は
い
た
が
、

「
私
の
子
で
は
な
い
」
と
直
接
に

言
わ
れ
て
ヤ
ッ
パ
リ
そ
う
っ
だ
の

か
と
納
得
し
た
。
家
族
、
親
戚
、

私
の
お
守
役
だ
っ
た｢

マ
ー
チ
」

（
丁
稚
さ
ん
で
そ
の
夫
妻
の
最
後
も
見
送
っ

た
方
）

も
口
外
し
な
か
っ
た
。

貞
教
尋
常
小
学
校
へ
入
学
、

（
は
組
則
武
先
生
＝
早
生
ま
れ
の
組
）

か
ら

六
年
卒
業
ま
で
同
窓
生
の
「
Ｕ
」
。

生
母
に
会
っ
て
彼
と
親
戚
だ
と
知
っ

た
。
後
に
同
窓
会
で
「
Ｕ
、
お
前

と
オ
レ
は
親
戚
だ
っ
た
と
何
時
か

ら
知
っ
て
い
た
」
と
聞
く
と
、
シ
ャ

ラ
ッ
と
「
入
学
し
た
一
年
の
時
か

ら
や
な
ぁ
」
と
ヌ
カ
ス
。｢

何
で

僕
に
言
わ
ん
か
っ
た
ん
や
」
と
詰

る
と
「
親
が
言
う
た
ら
ア
カ
ン
」

と
返
す
。
60
年
も
黙
っ
て
居
っ
た
。

私
は
16
才
ま
で
知
ら
ず
、
知
っ

て
か
ら
も
言
う
こ
と
を
、
は
ば
か
っ

た
居
た
の
に
。
「
知
ら
ぬ
が
仏
」

で
あ
る
。

も
し
幼
年
時
代
に｢

母
」
こ
と
を

知
ら
さ
れ
、
聞
い
て
い
た
ら
良
し

悪
し
抜
き
で
「
私
の
今
は
無
い
」

と
思
う
。
結
果
と
し
て｢

京
都
人

の
口
の
固
さ
に
」
私
は
護
ら
れ
て

生
き
て
来
ら
れ
た
。

実
父
母
も
異
父
母
も
、
弟
妹
た

ち
と
一
緒
に
見
送
れ
た
。
断
念
の

こ
と
に
６
月
８
日
に
そ
の
妹
の
一

人
は
亡
く
な
っ
た
。

が
後
の

6
人
は
元
気
、
甥
姪
、
そ

の
子
供
は
今
も
増
え
て
る
。
そ
の

者
た
ち
は｢

京
都
人
の
口
の
堅
さ

で
」
護
ら
れ
た
私
が
い
て
、
生
ま

れ
た
の
だ
。

私
は
生
ん
で
く
れ
た
父
母
と
京
都

の
人
々
や
私
の
ま
わ
り
の
人
た
ち

に
感
謝
。
感
謝
・
感
謝
で
あ
る
！
。

「
と
ん
か
ら
り
ん
８
月
号｢

原
爆
の

キ
ノ
コ
雲
・
・
」
の
記
事
を
見
て
下

さ
っ
た
読
者
か
ら
、
八
月
号
朝
日
新

聞
社
発
行
の
週
刊
誌
『
ア
エ
ラ
』

（8
月1

0

日
号
）
に
「
８/

６
エ
ノ
ラ

ゲ
イ
は
二
度
舞
っ
た
」
と
い
う
記
事

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
と
の
メ
ー

ル
が
届
き
ま
し
た
。
【

】
の
文
で

す
。
ご
了
解
を
得
て
転
載
し
ま
し
た
。

【
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
朝
早
く

エ
ノ
ラ
ゲ
イ
は
一
度
広
島
上
空
を

飛
び
ま
し
た
。
そ
の
と
き
空
襲
警

報
が
発
令
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

な
に
ご
と
も
な
く
エ
ノ
ラ
ゲ
イ
は

東
の
ほ
う
に
飛
び
去
り
警
報
は
解

除
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
あ
の

時
刻
、
働
く
た
め
や
、
学
校
に
行

く
た
め
に
人
は
移
動
を
開
始
し
ま

し
た
。
じ
つ
は
、
こ
の
原
子
爆
弾

は
人
体
実
験
を
す
る
た
め
に
落
と

さ
れ
た
よ
う
な
も
の
で
、
警
報
が

発
せ
ら
れ
れ
ば
防
空
壕
に
人
は
入

り
、
入
る
と
殺
傷
力
が
か
な
り
落

ち
ま
す
。
そ
こ
で
、
警
報
の
解
除

を
待
つ
た
め
、
い
っ
た
ん
岡
山
方

面
に
機
を
す
す
め
や
が
て
タ
ー
ン

し
て8

時1
5

分
、
原
子
爆
弾
を
投
下

し
た
と
い
う
の
で
す
。

多
く
の
人
が
疑
う
こ
と
な
く
出

勤
・
登
校
中
で
し
た
。
こ
の
と
き
、

エ
ノ
ラ
ゲ
イ
の
ほ
か2

機
が
一
緒
に

行
動
し
て
い
ま
し
た
が
た
っ
た
３

機
な
の
で
、
福
山
あ
た
り
で
は
察

知
し
て
い
な
が
ら
、
軍
は
何
の
行

動
も
と
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

終
戦
後
す
ぐ
、
ア
メ
リ
カ
軍
は
被

爆
者
の
調
査
に
入
り
ま
し
た
。

３
日
の
ち
の
長
崎
に
は
、
比
較

す
る
た
め
に
広
島
の
ウ
ラ
ニ
ウ
ム

に
対
し
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
材
料
に

す
る
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
ま
し

た
。
「
と
ん
か
ら
り
ん
」
に
書
か

れ
た
、
す
さ
ま
じ
い
威
力
が
８
時

１
５
分
と
い
う
、
全
く
計
算
さ
れ

つ
く
し
た
あ
の
と
き
に
発
揮
さ
れ

ま
し
た
。
何
の
抵
抗
を
す
る
こ
と

も
な
く
、
消
え
て
い
っ
た
多
く
の

命
に
あ
ら
た
め
て
、
冥
福
を
祈
り

ま
す
】

６
４
年
前
の
８
月
６
日
た
っ

た
一
発
の
原
爆
で
、
伊
勢
湾
台
風
の

２
４
倍
阪
神
大
震
災
の
２
２
倍
に
人

が
殺
さ
れ
た
。
そ
れ
も
人
間
が
つ
く

り
人
間
の
手
で
落
さ
れ
殺
さ
れ
た
。

未
来
の
た
め
に
核
廃
絶
を
叫
ぼ
う
！

店は、人と人のふれ合いの場でありたい！ とんからりん VOL120 2009(平成21年）9月1日（火）P2

ヨ
シ
ィ
ち
ゃ
ん
の

ひ
と
り
ご
と

京
都
人
は

口
が

堅
い

平成21年(2009年)平和記念式典

戦争は人間を狂気にする！
核兵器は人類破滅の凶器だ！

１
９
４
５
年
（
昭2

0

）
の

東
山
馬
町
爆
撃
は
死
者
35
人
・

重
傷
21
人･

軽
傷
28
人
・
火
傷

5
人
。
全
壊
家
屋
29
戸
・
半

壊1
1
2

戸
・
損
害
家
屋3

0
0

戸

と
い
う
大
き
な
被
害
が
あ
り

ま
し
た
が
、
軍
隊
や
政
府
の

厳
重
な
言
論
統
制
で
、
当
時

国
民
学
校
５
年
生
の
編
集
者

も
詳
細
を
始
め
て
知
つ
た
。
。

爆
撃
後
、
学
童
疎
開
や
五
条

通
り
の
民
家
を
強
制
的
に
取

り
壊
し
が
早
ま
っ
た
。

市
民
が
静
か
に
寝
て
い
る
町

に
爆
弾
投
下
。
人
が
死
ぬ
こ

れ
が
戦
争
で
す
。

６
４
年
前
。
馬
町
爆
撃
の
詳
細
文
（
写
真
入
）
と

・
五
条
通
り
強
制
疎
開
の
資
料
が
手
に
入
り
ま
し
た
。

集
酉
楽
に
あ
り
ま
す
。

1945・東山馬町空襲
1/16 五条通り強制疎開



鳥
辺
野
（
と
り
べ
の
）

は
、
東
山
区

南
部
、

阿
弥
陀
ヶ
峰
（
あ
み
だ
が
み
ね
）

北
の
鳥
辺
山
（
と
り
べ
や
ま
）

ふ
も
と

一
帯
、
五
条
坂
か
ら
南
麓
の
今
熊
野

に
い
た
る
丘
陵
地
の
地
名
。
こ
の
あ

た
り
に
平
安
京
遷
都
以
前
か
ら
鳥
部

氏
が
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
か
ら
鳥
辺

野
と
言
わ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
北
の

蓮
台
野
、
西
の
化
野
（
あ
だ
し
の
）

と

並
ぶ
東
の
葬
送
の
地
と
な
っ
て
い
た
。

今
も
東
西
本
願
寺
の
廟
所
も
あ
り
墓

地
が
多
く
あ
る
。

「
鳥
辺
山
」
は
、
西
本
願
寺
西
大
谷

墓
地
の
中
の
小
高
い
山
で
、
遠
く
か

ら
は
山
に
は
見
え
な
い
。

「
阿
弥
陀
ヶ
峰
」
は
、
七
条
通
の
真
東

の
円
錐
状
の

優

艶

な

山

（
写
真
）
。

東
山
三
十
六

峰
の
一
つ
高

さ
、
約
１
９

３
米

天
平

年
間
（7

2
4

～749

）
僧

行
基
が
山
腹
に
阿
弥
陀
像
を
安
置
し

た
こ
と
か
ら
「
阿
弥
陀
ヶ
峰
」
と
称

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
、

山
頂
に
は
、
豊
臣
秀
吉
の
墓
所
の
豊

国
廟
が
あ
る
。

1670

年
（
寛
文10)

鴨
川
の
両
岸

に
石
堤
が
築
か
れ
、
洪
水
の
悩
み
が

解
消
し
、
京
都
の
市
街
地
は
鴨
川
を

越
え
て
東
へ
と
発
展
し
た
。

祇
園
社
、
建
仁
寺
な
ど
の
社
寺
に
門

前
町
が
出
来
て
、
岡
崎
、
聖
護
院
、

知
恩
院
の
門
前
に
多
く
の
文
人
が
集

り
住
ん
だ
。

ま
た
四
条
河
原
は
祇
園
社
の
西
門

前
通
に
あ
た
り
遊
興
地
と
し
て
に
ぎ

わ
っ
た
。
祗
園
町
や
芝
居
町
で
は
遊

女
歌
舞
伎
や
人
形
浄
瑠
璃
な
ど
の
大

小
の
芝
居
小
屋
が
建
ち
並
び
、
さ
ら

に
茶
屋
や
旅
籠
屋
が
隣
接
し
て
さ
か

え
た
。
岡
本
綺
堂
小
説
家
、
劇
作
家
（1

8
7
2
-
1
9
3
9

お
か
も
と

き
ど
う
）

が
、

お
茶
屋
、
鴨
川
を
舞
台
に
展
開
す
る

「
鳥
辺
山
心
中

」
を
書
い
て
い
る
。

こ
の
「
鳥
辺
山
心
中
」
は
、2
0
0
4

年
10
月
、
花
の
都
パ
リ
は
フ
ラ
ン
ス

国
立
シ
ャ
イ
ヨ
ー
劇
場
で
公
演
さ
れ

連
日
満
員
の
盛
況
、

海
老
蔵
「
半
九

郎
」
菊
之
助
「
お
染
」
の
名
演
技
で

パ
リ
っ
子
が
目
を
黒
く
？
し
た
。

【「
鳥
辺
山
心
中
」
を
仏
語
で
は
「
Ｄ

ｏ
ｕ
ｂ
ｌ
ｅ

Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ｉ
ｄ
ｅ

ａ
ｕ

ｍ
ｏ
ｎ
ｔ

Ｔ
ｏ
ｒ
ｉ
ｂ
ｅ

（
ド
ゥ
ブ
ル

ス
イ
シ
ィ
ー
ド

オ

モ
ン

ト
リ
べ
）」
と
言
う
そ
う
だ
。

「
心
中
」
と
い
う
意
味
や
言
葉
が
な
い

の
で
、「
ダ
ブ
ル
の
自
殺
」
と
表
す
そ

う
で
す
】（
【
】
内
は
六
代
目
片
岡
市
蔵

さ
ん
ｈ
ｐ
よ
り
借
用
）

鳥
辺
山
心
中
の

映
画
や
歌
謡
曲
も
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

東
山
の
ふ
も
と
は
、
京
焼
の
窯
地

と
し
て
発
展
し
た
。
京
焼
は1

6
2
4

（
寛
永
元
）
瀬
戸
の
陶
工
三
文
字
屋
九

右
衛
門
が
粟
田
口
で
窯
を
開
き
、
今

の
清
水
焼
に
続
い
て
き
た
。

社
寺
仏
閣
門
前
に
は
鴨
川
の
豊
か
な

伏
流
水
も
あ
り
酒
蔵
が
多
く
出
来
た
。

わ
が
「
サ
カ
タ
ニ
」
も
井
戸
が
使
え
、

西
（
現
タ
ツ
ノ
建
材
）

に
は1

9
3
7

年

（
昭
12
）
北
川
酒
造
、
真
裏
に
は179

1
年
（
寛
政
３
）

創

業
の
松
本
酒
造

（
現
在
は
駐
車
場･

酒

造
り
は
伏
見
に
集
約

さ

れ

た･

日

出

盛

）

が
昭
和
30
年
代
ま

で
あ
っ
た
。

我
が
家
の
井
戸

は1959

年
（
昭
34
）
頃
、
協
和
（
り

そ

な

）

銀
行
が
ビ
ル
化
さ
れ
た
時
、

水
は
干
上
っ
た
が
、
た
ま
に
お
邪
魔

す
る
上
京
区
出
水
の
佐
々
木
酒
造
様

（
聚
楽
第
）
の
水
よ
り
水
温
が
た
か
く
、

や
や
柔
ら
か
い
水

だ
っ
た
と
思
う
。

井
戸
の
深
さ
違
い

か
も
知
れ
な
い
が
。

◆
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

認
知
症
危
険
度

運
動
の
部

全
く
運
動
し
な
い
人

＝
１
と
し
て
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
週
３
・
＝0.67

強
度
な
運
動
週
３
.

＝0.5

知
的
活
動
の
部

文
章
を
殆
ん
ど
読
ま
な
い
＝
１
。
.

良
く
読
む
人

＝0.65

楽
器
を

演
奏
し
な
い
人

＝
１
。

演
奏
す
る
人
＝0.31

チ
ェ
ス･

ゲ
ー
ム
を

殆
ん
ど
し
な
い
人

＝
１
。

よ
く
す
る
人

＝0.26

ダ
ン
ス
を
殆
ん
ど
し
な
い
人
＝
１
。

よ
く
す
る
人
＝0.24

厚
生
労
働
省･

平
成
17
年
度
発
表

「
認
知
症
予
防
支
援
マ
ニ
ア
ル
」
か
ら

と
友
の
会
会
員
さ
ま
の
メ
モ
参
照

凡

語

◎
京
都
新
聞
8
月
29

日
朝
刊
を
そ
の
ま
ま
転
載
し
ま
し

た
。
お
読
み
に
な
っ
た
お
方
も
あ

る
と
思
い
ま
し
た
が

下
段
お
詫

び
の
関
係
で
突
然
こ
の
ス
ペ
ー
ス

が
空
き
、
緊
急
手
段
で
す
。

お
許
し
く
だ
さ
い
。

「
お
金
が
な
い
と
幸
せ
な
老
後
は
送

れ
な
い
の
か
な
あ
」
。
舞
鶴
市
の
訪

問
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
ケ
ア
ー
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
勤
め
る
女
性
は
つ
ぶ

や
く

▼
寝
た
き
り
で
自
分
で
排
せ
つ
が
で

き
な
い
「
要
介
護
４
」
の
お
年
寄
り

の
場
合
、
月
額
30
万
円
の
在
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、

日
に
２
回
の
お
む
つ
替
え
と
週
２
回

の
お
ふ
ろ
だ
け
で
介
護
保
険
の
支
給

限
度
を
越
え
て
し
ま
う

▼
そ
れ
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
は
自
己
負

担
だ
が
、
月
６
万
５
千
円
（
満
額
）

の
老
齢
基
礎
年
金
で
生
活
し
て
い
る

人
に
は
難
し
い
。
「
無
年
金
で
生
活

保
護
を
受
け
る
方
が
ま
し
」
。
生
活

保
護
は
月
６
万
円
だ
が
、
家
賃
や
医

療
費
を
負
担
し
て
も
ら
え
る
か
ら
だ
。

｢

偽
装
」
離
婚
し
て
生
活
保
護
を
受

け
る
高
齢
夫
婦
も
い
る

▼
在
宅
ケ
ア
が
困
難
な
ら
老
人
ホ
ー

ム
は
ど
う
だ
。
だ
が
、
定
員
が
限
ら

れ
て
い
る
特
養
は
「
身
寄
り
の
全
く

無
い
人
以
外
、
徘
徊
な
ど
相
当
の
緊

は

い

か
い

急
性
が
な
い
と
入
れ
な
い
」
。
ケ
ア

ハ
ウ
ス
（
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
）
の
利

用
に
も
一
定
の
経
済
力
が
必
要
だ

▼
介
護
保
険
導
入
か
ら
来
春
で
10
年
。

保
険
料
と
公
費
で
多
様
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
は
大

き
い
。
半
面
「
保
険
が
あ
る
か
ら
と
、

都
会
に
出
た
ま
ま
田
舎
の
親
を
ほ
っ

た
ら
か
し
に
す
る
人
も
い
る
。
家
族

の
つ
な
が
り
が
薄
れ
た
」
と
彼
女
は

嘆
く
。

▼
高
齢
化
率
が
30
％
近
い
府
北
部
で

は
わ
ず
か
な
年
金
を
や
り
く
り
し
、

夫
婦
で
支
え
合
う
高
齢
世
帯
が
少
な

く
な
い
。
独
居
も
多
い
。
衆
院
選
挙

で
各
党
は
、
介
護
保
険
の
財
源
を
盛

ん
に
論
じ
る
が
、
現
場
の
実
態
に
即

し
た
改
革
こ
そ
望
み
た
い
。

以
上
【
凡
語
】
8
月
29
日
転
記
す
。

明
日
は
投
票
日
、
変
わ
る
か
な
変
わ

ら
な
い
だ
ろ
う
な
あ
。
そ
こ
が
問
題
だ

凡
語
の
述
べ
て
い
る
こ
と
は
現
実
。

誰
の
所
為
で
な
く
、
ガ
ム
シ
ャ
ラ
ニ

生
き
て
来
た
今
、
老
人
と
呼
ば
れ
る

世
代
に
責
任
は
あ
る
の
で
は
。
安
保
・

べ
平
連
世
代
も
だ
ら
し
な
く
老
い
た

か
ら
な
ぁ
。
（
編
集
者
含
む
）

元
気
を
出
さ
な
き
ゃ
と
・
・
・
・

葬
送
地

鳥
辺
野

と

り

べ

の

地域とお客様のお役に立つ店をめざして！ とんからりん VOL120 2009(平成21年）9月1日（火）P3

京
都
＆

東
山

ぶ
ら
り
ピ
カ
リ
17

お
詫
び

八
回
の
予
定
で
連
載
を
し
て
い
た

古
田
玄
州
氏
に
よ
る
「
相
続
よ
も

や
ま
話
」
著
者
の
ご
都
合
で
誠
に

申
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
連
載
を
中
止

し
ま
し
た
。
ご
了
承
下
さ
い
。

現在の松本酒造

二
階｢

集
酉
楽
サ
カ
タ
ニ
」

の
ス
ペ
ー
ス
で
桂
米
二
さ

ん
の
定
席
の
形
で
始
め
た

「
落
語
会
」
早2

0

回
に
な

り
ま
し
た
。
今
回
は
、
ひ

ろ
ば
・
吉
弥
・
米
二
の
お

三
方
出
演
で
満
員
札
留
で

ご
迷
惑
を
か
け
ま
し
た
。

第20回・こころ坂8月26日開催

楽々落語会・大盛況

頭上を気にしながら
座布団につく吉弥さん



1
9
61

年

（
昭
36
）

㈱
酒
谷
本

店
は
㈱
福

井
善
四
郎
本
店
社
長
福
井
淳
蔵
氏

を
社
長
に
向
か
え
同
社
の
子
会
社

に
な
り
ま
し
た
。
私
は
常
務
に
な

り
現
場
を
仕
切
る
こ
と
に
な
り
、

1
9
6
4

年
（
昭
39
）
結
婚
、
長
女
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
安
い
報
酬
で
生

活
は
大
変
で
し
た
が
、
店
の
賄
を

受
け
持
っ
た
家
内
の
や
り
繰
り
で

し
の
ぎ
ま
し
た
。

父
は
既
に
営
業
し
て
い
た(

有)

い
ず
み
屋
（
大
黒
湯
隣
）

と
（
有
）

山
科
い
ず
み
屋
の
収
入
で
過
し
て

い
ま
し
た
が
住
む
の
は
旧
屋
と
新

屋
を
繋
い
だ
2
階
部
分
で
し
た
。

1
9
5
4

年
（
昭
29
）
弟
達
の
母
と
離

婚
後
も
複
数
以
上
の
女
性
と
付
き

合
い
す
る
父
、
私
た
ち
子
供
は
そ

れ
に
振
り
回
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
前
の
離
婚
の
原
因
に
な
っ
た

ｃ
子
と
３
度
目
の
結
婚
、
私
た
ち

と
同
居
す
る
こ
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
翌
年
父
に
子
供
が
出
来

た
と
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
私
の
妻

も
妊
娠
中
、
父
と
息
子
の
子
が
と

同
じ
年
に
生
ま
れ
る
の
で
す
。
わ

が
子
と
異
妹
と
共
同
生
活
は
耐
え

ら
れ
な
い
と
、
住
宅
公
団
住
宅
に

申
込
み
ま
し
た
が
、
収
入
が
入
居

条
件
に
満
た
ず
断
念
。

福
井
社
長
に
相
談
し
ま
す
と
、

鳥
取
支
店
の
責
任
者
で
行
く
な
ら

住
宅
を
保
証
す
る
と
の
答
え
で
す
。

父
は
既
に
酒
卸
仕
事
か
ら
外
れ
て

い
ま
す
。
福
井
社
長
の
言
葉
か
ら

私
も
（
京
都
の
）

仕
事
か
ら
遠
ざ
け

た
い
の
だ
ろ
う
と
判
断
し
、
取
り

あ
え
ず
自
活
の
道
を
タ
ク
シ
ー
で

と
二
種
免
許
を
取
り
ま
し
た
。

源
泉
所
得
税
も
納
め
る
必
要
の
な

い
報
酬
で
も
、
父
の
債
務
返
済
保

証
を
会
社
が
し
、
そ
の
保
証
で
会

社
に
担
保
に
い
れ
て
い
た
父
名
義

の
店
を
残
し
た
い
気
持
ち
で
懸
命

に
働
く
続
け
て
ま
し
た
が
、
ガ
マ

ン
限
界
は
越
え
ま
し
た
。

父
に
酒
屋
の
仕
事
も
、
家
も
捨

て
出
る
、
今
後
一
切
何
も
言
わ
な

い
か
ら
住
居
用
に
借
家
の
一
軒
く

れ
と
申
し
ま
し
た
。
「
そ
ら
ア
カ

ン
一
寸
待
て
」
と
言
い
数
日
後
、

自
分
達
が
住
ん
で
い
た
部
分
に
施

錠
し
て
「
山
科
」
へ
移
り
ま
し
た
。

恐
ら
く
私
の
性
格
を
知
っ
て
い

る
父
は
当
時
と
し
て｢

家
」
を
守

れ
る
の
は
私
し
か
な
い
と
判
断
し

た
の
と
「
す
ま
な
い
」
の
気
持
ち

も
有
っ
た
の
で
し
ょ
う
。酒

問
屋
と

し
て
は
手
狭

で
、
ご
近
所

に
も
瓶
や
入

荷
で
迷
惑
を

お
掛
け
し
て

い
る
状
態
、

移
転
を
し
て

他
の
使
い
道

を
考
え
た
方

が
良
い
、
そ
の
前
に
「
家
抵
当
権
」

抹
消
を
と
会
社
実
印
を
無
断
持
ち

出
し
福
井
社
長
に
事
後
報
告
を
し

ま
し
た
。
す
る
と
「
取
締
役
会
も

私
の
承
認
も
無
い
背
任
行
為
だ
」

烈
火
の
気
迫
で
叱
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
「
背
任
に
当
ら
な
い
、
既
に

会
社
は
家
賃
未
払
金
が
設
定
額
以

上
あ
る
順
序
的
に
は
問
題
が
あ
っ

て
も
父
が
要
求
す
れ
ば
同
じ
結
果

で
し
よ
う
」
と
説
得
。
最
終
的
に

は
そ
れ
で
解
決
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
乾
坤
一
滴
の
勝
負
で
し
た
。

父
に
落
着
後
に
経
過
報
告
す
る

と
「
そ
う
か
」
と
言
っ
て
笑
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
移
転
計
画
も
進

み
、
２
年
後
㈱
酒
谷
本
店
は
上
鳥

羽
に
移
転
。
私
は
二
人
の
娘
の
父

親
で
す
。
子
育
て
も
出
来
な
い
生

活
か
ら
抜
け
出
す
決
心
を
固
め
た

の
で
す
。

次
回
は
い
ず
み
屋
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酒
屋
で
生
き
て

生
か
さ
れ
て

語
ら
う
人
が
い
る
と
旅
は
楽
し

く
な
り
ま
す
ね
。

八
月
は
じ
め
に
俳
句
仲
間
の
青
島

巡
紅
さ
ん
の
ご
厚
意
で
、
琵
琶
湖

一
周
を
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
梅
雨
あ
け
が
遅
く
、
こ

の
日
も
雨
だ
っ
た
の
で
す
が
、
九

時
に
集
合
場
所
の
山
科
駅
に
着
く

頃
に
は
晴
れ
。
三
村
須
美
子
さ
ん
、

内
薗
日
出
杜
さ
ん
、
二
神
大
輔
さ

ん
、
遠
く
箕
面
よ
り
裸
時
さ
ん
も

こ
ら
れ
ま
す
。

青
島
さ
ん
に
レ
ン
タ
カ
ー
を
借

り
て
も
ら
い
、
青
島
さ
ん
の
運
転

で
逢
坂
の
関
を
越
え
る
と
、
も
う

大
津
で
す
。
膳
所
の
義
仲
寺
に
向

か
い
ま
す
。
松
尾
芭
蕉
の
お
墓
の

あ
る
寺
で
す
。
庭
に
は
芭
蕉
の
葉

が
青
々
と
茂
っ
て
い
ま
す
。
小
さ

な
池
に
は
小
さ
な
亀
。
芭
蕉
の
墓

は
、
こ
ん
な
小
さ
な
た
た
ず
ま
い

の
中
に
あ
り
ま
す
。
以
前
は
湖
岸

が
寺
の
前
ま
で
来
て
い
た
そ
う
で
、

そ
う
す
る
と
眺
望
が
広
い
湖
南
の

た
た
ず
ま
い
の
中
に
あ
っ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
イ
メ
ー

ジ
の
中
の
芭
蕉
と
、
ど
ち
ら
の
た

た
ず
ま
い
が
一
致
す
る
と
お
も
い

ま
す
か
？

石
だ
た
み
芭
蕉
の
寺
に

芭
蕉
の
葉

ひ
ろ
あ
き

安
土
城
址
に
着
く
頃
に
は
、
け
っ

こ
う
暑
く
な
り
ま
す
。
ノ
ン
ア
ル

コ
ー
ル
ビ
ー
ル
と
い
う
便
利
な
も

の
が
あ
っ
て
買
っ
た
の
で
す
が
、

あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な
り
ま
す
。

安
土
城
は
日
本
で
は
じ
め
て
天
守

閣
が
造
ら
れ
た
お
城
だ
そ
う
な
。

そ
れ
ま
で
の
「
隠
れ
る
」
た
め
山

城
・
と
り
で
か
ら
、
。
統
治
力
・

支
配
力
を
形
に
と
し
て
「
見
せ
る
」

方
向
に
切
り
っ
か
え
た
の
で
す
。

足
利
義
満
の
三
層
の
金
閣
を
越
え

る
五
層
の
天
守
閣
は
今
は
な
く
、

石
垣
と
石
段
が
復
元
さ
れ
て
い
る

ば
か
り
で
す
。

以
前
来
た
時
に
は
な
か
っ
た
料

金
所
が
石
段
の
下
に
あ
っ
て
、
何

で
も
金
を
と
る
せ
ち
が
ら
い
平
成

風
を
添
え
て
お
り
ま
す
。

石
段
が
急
な
の
で
、
二
神
さ
ん

と
内
薗
さ
ん
は
下
に
残
り
、
残
り

の
メ
ン
バ
ー
は
琵
琶
湖
が
見
え
る

本
丸
跡
天
守
閣
跡
ま
で
登
り
ま
す
。

石
段
や

入
道
雲
も

汗
っ
か
き

ひ
ろ
あ
き

（
写
真
は
安
土
城

石
段
・
公
開H

P

を

使
用
し
た
も
の
）

（
注
）
ご
投
稿
は
、
こ
の
後
、
近
江
八

幡
以
北
に
続
き
ま
す
が
、
次
回
に
②
掲

載
に
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い

。

第
四
十
一
話

乾
坤
一
擲
の

反
逆

琵
琶
湖
一
周

①

金
澤

ひ
ろ
あ
き

昭和38年㈱酒谷本店（現在地）

いずみ屋前・わが父

○
こ
の
号
は

総
選
挙
の
結

果
が
出
る
前
に
書
き
ま
し
た
。
多

分
自
民
党
が
野
党
、
民
主
党
が
多

数
派
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

●
投
票
率
は
、
60
％
チ
ョ
イ
。

ど
う
せ
大
し
て
変
わ
ら
へ
ん
。
政

治
な
ん
て
関
係
な
い
。
と
か
理
由

を
付
け
て
棄
権
す
る
人
30
％
以
上
。

○
60
％
越
え
た
ら
上
等
と
思
う
方

が
多
い
で
し
ょ
う
が
、
小
選
挙
区

で
は
有
権
者
の
20
％
で
当
選
す
る

可
能
性
も
有
る
の
で
す
。

●
ど
の
候
補
者
に
も
投
票
し
た
く

な
い
。
そ
ん
な
場
合
、
無
記
名
白

票
は｢

無
効
票
」
に
な
り
ま
す
。

（
公
選
挙
法
第
68
条
）

○
自
男
、
民
子
の
ど
ち
ら
も
嫌
の

人
は
棄
権
す
る
し
か
な
い
。
そ
の

意
思
を
白
票
で
示
せ
る
と
良
い
。

●
政
治
は
無
関
係
と
無
関
心
で
も

法
事
国
で
は
生
ま
れ
る
前
も
死
後

も
関
わ
り
が
切
れ
な
い
も
の
。

○
祖
父
や
父
の
代
選
ん
だ
政
治
で

戦
争
の
惨
禍
を
経
験
し
、
今
や
民

主
主
義
。
多
く
の
人
々
の
意
見
が

表
せ
、
多
く
の
人
が
参
加
で
き
る

選
挙
が
望
ま
し
い
と
思
う
。

編
集
後
記


